
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 
令和 8年３月 1日発行 

将監市民センターだより 
〒981-3132 泉区将監 8-1-18 ＴEL 372－0923  FAX 374－8704 

https://www.sendai-shimincenter.jp/izumi/syogen/index.html 

QR コード読み取り対応

の機種をお持ちの方は、

上記の QR コードをご利

用ください。 
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《令和 8年度 使用料減免申請について》 

令和 8年度の減免申請の手続きはお済みですか。 

手続きがお済みでない場合、6月分以降の利用について使用料が減免されない場合が 

あります。ご不明なことはセンターまでお問い合せ下さい。 

３ 

※お知らせした内容は、諸事情により変更する場合がございますのでご了承ください。 

いただいた個人情報は講座の運営にのみ利用させていただきます。この紙はリサイクルできます。 

令和 8 年度 「将監寿大学」 受講生募集 

１．対 象：60 歳以上の方 7０名（抽選） 

２．期 間：令和 8 年 5 月～令和 9 年２月【全 8 回】     

３．日 程：主に第２金曜日 10：00‐11：30（８月・１０月はお休み） 

       ※ 開講式のみ５/１５（金）となります 

４．費 用：無料（ただし、内容によって実費が掛かる場合があります。） 

５．申込方法：3/20【必着】までに、往復はがきを郵送、または窓口へはがき持参で 

※窓口でお申し込みの場合、別途申込書にご記入いただきます 

※抽選の結果と開講式のお知らせは、お預かりしたはがきで 4 月下旬頃にご自宅あてに発送します 

【 窓口受付 】▶▷ はがきの【宛名面】にご自身のご住所とお名前をご記入ください。 

【裏面】には何も記入しないでください。 

【 郵送受付 】▶▷ 以下を参考に往復はがきにご記入のうえ、締め切りまでにポストへご投函ください。 

 

 



      

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

日 程 講 座 ・ イベント名 対 象 

～4日（水）※2 月 25 日（水）より 
ひなまつり 

お雛様を展示します 
どなたでも 

3日（火）10：00～1６：00 福祉相談  どなたでも 

17日（火曜日）10：00～12：00 おもちゃ交換会 
使わなくなったおもちゃと交換 

※ぬいぐるみ等布製は不可 

11日（水）・25日（水）1１：45～12：15 かやの実 パン販売 どなたでも 

17日（火）10：00～12：00 行政相談 どなたでも 

7日・14日（土）13：30～15：30 おもちゃ病院 壊れたおもちゃを持ち込み 

３月のセンターご利用案内 
 

【センター休館日】         2日（月）・9日（月）・16日(月)・23日（月）・30（月） 
 

【移動図書館日程】        11日（水）・25日（水） 14：00～14：30 
 
【ホール個人使用日】        8日（日）・22日（日）   9：00～16：30（バドミントン、卓球） 

◆使用料金（2時間）一般/240円、 小中学生/120円◆ 
 

３月の予約の流れ 

3日～8日 10日～ 17日～３１日 

５月分の 

抽選確定期間 

５月分の空き申込 

窓口  9時～ 

電話 10時～ 

６月分の 

抽選申込期間 

5日～15日 

６月分の 

地域優先申込期間 

３月の主な予定 （ふれ・ミー） 

【展示期間：３月 3日(火)～３月３１日(火)】 
くつや水筒などの忘れ物を市民センターで保管しています。 

１Ｆ市民活動室脇のテーブルに展示します。 

お心当たりのある方はご来館の際にご確認ください。 

展示終了後は市民センターで処分させていただきますので、ご了承ください。 

 

忘れ物を展示します。お心当たりはありませんか 

令和 7年度将監寿大学の閉講式が               そのすべてが合わさった音は、会               

２月１３日に行われました。                  場にいたすべての方を感動の渦に 

 インフルエンザが流行の兆しをみ               巻き込みました。 

せる中ではありましたが、受講生の ド・ヤジンスキー氏、オーボ  閉講式では運営委員の皆様に感 

皆様は晴れやかな笑顔でご参加くだ エ奏者山岸亜貴氏、ピアニス 謝の拍手が起こるなどとても暖か 

さいました。           ト薄木葵氏による三重奏の記 い閉講式となりました。 

 閉講式は、今年一年、寿大学の運 念公演となりました。 

営に携わってくださった運営委員の  まるで人の声色が変化する 

皆様による企画講座でした。運営委 るような音域で奏でられるク 

員の皆様は、「心に残る講座を」と  ラリネット、大地の息吹のよ 

の思いで、記念公演を企画。仙台フ うなオーボエの響き、鍵盤が 

ィル主席クラリネット奏者ダビッ 踊るように弾むピアノの音色、 

 

講座レポート


